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オに録画された児童の相互作用の行動コーディングに基づく逐次分析（Bakeman & Gottman, 997）の結果、
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ている（Platt et al., 203）。竹島氏の研究は子どもの生活教育場面に入り込み、直接行動観察法により抑う
つ関連行動の前後関係を時系列的に丹念に調べていることが一つの大きな特徴であり、その研究手腕は際
立っている。さらに９か月に亘る前方向視的研究により、抑うつを示す子どもの自己報告による対人スト
レッサーとコーピングの相互作用を検討し、抑うつ症状の長期的持続過程に関わる対人環境要因が示唆され
た。研究４と研究５は学級全体を対象にした実践研究である。児童がお互いの「良い行動」を認め合えるよ
うな学級環境作りを推進するため、教師が主導で「仲間による肯定的報告法」（PPR）を実施している。口
頭試問では学級で抑うつ症状を示す児童の事例検討を行うことの有効性が指摘されたが、将来的には研究４
と研究５はすべての児童が継続的に参加するユニバーサルな抑うつの予防研究の糸口にもなる。
　口頭試問は子どもを取り巻く近年の社会情勢下、本博士論文研究成果の社会的還元性が極めて大きいこと
を反映する内容となり、対人・行動的アプローチの理論的妥当性を裏付ける博士論文が評価された。今後
PPR による学級介入研究では、抑うつに限定したアセスメントに留まることなく、幅広く児童の学校適応
のアセスメントを行うことも推奨された。児童期の抑うつについて未解決の問題が非常にたくさんあること
も明らかとなった。竹島氏が首尾一貫して対人・行動的アプローチに基づく行動的な実証的研究を、子どの
日常生活の現場で推進する姿勢を貫いていることも注目に値する。総じて、竹島氏の研鑽された科学者実践
家としての確かな力量が博士論文と口頭試問で示された。
　竹島克典氏は206年１月29日に本学Ｆ号館において博士論文の公開発表を行った。審査委員会は、本博士
学位申請論文を慎重に審査し、また206年２月８日にハミル館で実施した口頭試問における結果と学会や教
育あるいは発達支援の現場などにおける諸活動から判断し、竹島克典氏が博士（心理学）の学位を授与され
るにふさわしいとの結論に達したのでここに報告する。
